
JP 2009-539049 A5 2010.7.29

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成22年7月29日(2010.7.29)

【公表番号】特表2009-539049(P2009-539049A)
【公表日】平成21年11月12日(2009.11.12)
【年通号数】公開・登録公報2009-045
【出願番号】特願2009-513210(P2009-513210)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｃ  33/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  27/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  79/08     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  17/00     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  33/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｃ  33/14    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｌ  27/12    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/02    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  79/08    　　　Ａ
   Ｆ１６Ｃ  17/00    　　　Ｚ
   Ｆ１６Ｃ  33/20    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年5月21日(2010.5.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　ほんの少量の非イオン界面活性剤がマッシュ形成プロセスに使用されることが指摘され
る。かかる量は、組み入れ用のフィラー粒子を湿らせるのに十分である。
　マッシュを、多孔質青銅焼結層に接合されたスチール裏シートからなる、おおよそ８～
１２インチ（８～３０ｃｍ）幅の金属ストリップ上へ圧延する。ＰＴＦＥマッシュは多孔
質金属マトリックスに浸透して１～２ｍｍの全厚さを一般に有するＰＴＦＥベースのポリ
マーベアリング材料を形成し、ＰＴＦＥ含浸付き多孔質青銅層は、３５０℃～４２０℃の
範囲の温度で焼結した後におよそ２００マイクロメートル厚さである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　以上、本発明を要約すると下記のとおりである。
１．フルオロポリマー粒子と、安定化のために十分な量のアニオン性高分子電解質分散剤
とを含む水性フルオロポリマー分散液であって、該分散液の質量を基準として約３００ｐ
ｐｍ未満のフルオロ界面活性剤を含有する該分散液を提供する工程、
　マッシュを製造するために該分散液を凝固させる工程、
　該マッシュを製造する前または後にベアリングフィラーを該分散液に添加する工程、
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　ベアリングフィラーを含有する該マッシュをベアリング基材上へ塗布して被覆基材を作
る工程、
　該被覆基材を焼結させる工程、および
　該被覆基材をベアリングに成形する工程
を含むフィラー入りフルオロポリマーベアリングの製造方法。
２．水性フルオロポリマー分散液が非イオン界面活性剤を実質的に含まない上記１に記載
の方法。
３．マッシュを製造するための分散液の凝固工程が、金属塩または酸を該分散液に添加す
ることを含む上記１に記載の方法。
４．分散液が分散液の質量を基準として約１００ｐｐｍ未満のフルオロ界面活性剤を含有
する上記１に記載の方法。
５．分散液が分散液の質量を基準として約５０ｐｐｍ未満のフルオロ界面活性剤を含有す
る上記１に記載の方法。
６．水性フルオロポリマー分散液が約１０～約４００ｎｍの平均粒径を有するフルオロポ
リマー粒子を含み、そして該分散液が約２５～約７０質量％の固形分含有率を有する上記
１に記載の方法。
７．分散液がフルオロポリマー固形分の質量を基準として約０．０３質量％～約１０質量
％のアニオン性高分子電解質分散剤を含む上記１に記載の方法。
８．アニオン性高分子電解質分散剤が、アニオン性基がポリマー鎖に沿って分布した、線
状または分岐の構造を有するアニオン性ポリマーである上記１に記載の方法。
９．アニオン性高分子電解質分散剤が約１５０より大きい当量を有する上記１に記載の方
法。
１０．アニオン性高分子電解質分散剤の当量が約５０，０００未満である上記１に記載の
方法。
１１．アニオン性高分子電解質分散剤の数平均分子量が約５００に等しいかまたはそれよ
り大きい上記１に記載の方法。
１２．アニオン性高分子電解質分散剤が分子当たり少なくとも２つのアニオン性官能基を
含有する上記１に記載の方法。
１３．アニオン性高分子電解質分散剤がカルボキシレート、サルフェート、スルホネート
、ホスフェート、およびホスホネートから選択されたアニオン性官能基を含有する上記１
に記載の方法。
１４．アニオン性高分子電解質分散剤がフッ素原子を含有しない上記１に記載の方法。
１５．アニオン性高分子電解質がアクリルモノマーまたはビニルモノマーから選択された
モノマーのアニオン性ホモポリマーもしくはコポリマーから選択される上記１に記載の方
法。
１６．アクリルモノマーが（メタ）アクリルアミド、相当する塩の形態での（メタ）アク
リル酸、（メタ）アクリロニトリル、（メタ）アクリル酸の線状もしくは分岐のＣ１～Ｃ

４ヒドロキシエステル、アルキルが線状もしくは分岐であることができる、Ｃ１～Ｃ１２

アルキル（メタ）アクリレート、次の一般式：
【化４】

（式中、Ｒ１はＨまたはＣＨ３であり、Ｒ２およびＲ３は、同一または異なっていて、Ｈ
または場合により分岐のＣ１～Ｃ８アルキルであり、Ｍはアルカリもしくはアルカリ土類
金属またはアンモニウムであり、そしてＡはＮＨ、ＯまたはＮＣＨ３である）
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の化合物から選択される上記１５に記載の方法。
１７．アニオン性高分子電解質分散剤がアクリル共重合体である上記１に記載の方法。
１８．アクリル共重合体分散剤が約２，０００～約１００，０００の分子量を有する上記
１７に記載の方法。
１９．アクリル共重合体分散剤が約５，０００～約２０，０００の分子量を有する上記１
７に記載の方法。
２０．アクリル共重合体分散剤が疎水性である上記１７に記載の方法。
２１．アクリル共重合体分散剤がメタクリル酸／ブチルメタクリレート共重合体を含む上
記１７に記載の方法。
２２．メタクリル酸／ブチルメタクリレート共重合体が約３０～約５０モル％のメタクリ
ル酸単位と約５０～約７０モル％のブチルメタクリレート単位とを含む上記２１に記載の
方法。
２３．ビニルモノマーがビニル芳香族モノマー、Ｃ１～Ｃ１２アルキルビニルエーテル、
およびＣ１～Ｃ１８脂肪族モノカルボン酸のビニルエステルから選択される上記１５に記
載の方法。
２４．ビニル芳香族モノマーがスチレン並びに芳香環の１つもしくはそれ以上の水素原子
をヒドロキシルもしくはメチルでおよび／またはビニルの１つもしくはそれ以上の水素原
子をメチルで置換することによって得られるその誘導体から選択される上記２３に記載の
方法。
２５．アニオン性高分子電解質分散剤がポリアミド酸を含む上記１に記載の方法。
２６．アニオン性高分子電解質分散剤が芳香族ポリアミド酸またはポリアミドアミド酸か
ら選択されたポリアミド酸を含む上記２５に記載の方法。
２７．ポリアミド酸が次の単位：
【化５】

（式中、ＲＩＩは二価アリーレン基である）
を含有する上記２６に記載の方法。
２８．アニオン性高分子電解質分散剤が、アルキルが１～５個の炭素原子を含むカルボキ
シアルキルセルロースを含む上記１に記載の方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　フルオロポリマー粒子と、安定化のために十分な量のアニオン性高分子電解質分散剤と
を含む水性フルオロポリマー分散液であって、該分散液の質量を基準として約３００ｐｐ
ｍ未満のフルオロ界面活性剤を含有する該分散液を提供する工程、
　マッシュを製造するために該分散液を凝固させる工程、
　該マッシュを製造する前または後にベアリングフィラーを該分散液に添加する工程、
　ベアリングフィラーを含有する該マッシュをベアリング基材上へ塗布して被覆基材を作
る工程、
　該被覆基材を焼結させる工程、および
　該被覆基材をベアリングに成形する工程
を含むフィラー入りフルオロポリマーベアリングの製造方法。
【請求項２】
　水性フルオロポリマー分散液が非イオン界面活性剤を実質的に含まない請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　マッシュを製造するための分散液の凝固工程が、金属塩または酸を該分散液に添加する
ことを含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　アニオン性高分子電解質分散剤が、アニオン性基がポリマー鎖に沿って分布した、線状
または分岐の構造を有するアニオン性ポリマーである請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　アニオン性高分子電解質分散剤がカルボキシレート、サルフェート、スルホネート、ホ
スフェート、およびホスホネートから選択されたアニオン性官能基を含有する請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　アニオン性高分子電解質がアクリルモノマーまたはビニルモノマーから選択されたモノ
マーのアニオン性ホモポリマーもしくはコポリマーから選択される請求項１に記載の方法
。
【請求項７】
　アクリルモノマーが（メタ）アクリルアミド、相当する塩の形態での（メタ）アクリル
酸、（メタ）アクリロニトリル、（メタ）アクリル酸の線状もしくは分岐のＣ１～Ｃ４ヒ
ドロキシエステル、アルキルが線状もしくは分岐であることができる、Ｃ１～Ｃ１２アル
キル（メタ）アクリレート、次の一般式：
【化１】

（式中、Ｒ１はＨまたはＣＨ３であり、Ｒ２およびＲ３は、同一または異なっていて、Ｈ
または場合により分岐のＣ１～Ｃ８アルキルであり、Ｍはアルカリもしくはアルカリ土類
金属またはアンモニウムであり、そしてＡはＮＨ、ＯまたはＮＣＨ３である）
の化合物から選択される請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　アニオン性高分子電解質分散剤がアクリル共重合体である請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　アクリル共重合体分散剤がメタクリル酸／ブチルメタクリレート共重合体を含む請求項
８に記載の方法。
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